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　本号の扉で，齋藤　清教授が手術をすべきかどうか決断することの難しさを述べて
おられる．まったく同感である．私も，最善の決断をするために，何か普遍の論理が
ないものかといつも思う．
　しかし，そんな普遍の論理などは存在しない．個々の患者の病態は，あまりにも多
様で，しかも予測できない要素を含んでいる．リスクの高い手術に挑戦するとなると，
自分の技量の的確な評価も必要である．患者を天命に委ねてしまえば，自分の責任か
らは逃れられる．それでも，私たちは，天命に逆らって，自分から責任を負うという
決断をする．そんな決断は，疑問の余地のない論理によるものではないことも少なく
ない．
　ならば，どうやってそんな決断をするのだろうか．考えてみれば，私たちは，手術
に限らず，何ごとも意識せずに決断していることが多い．そんなとき，その決断は，
すべての知識や経験をもとにしているが，あくまでも直観として脳に湧き立ってくる．
私たちは，脳が決断したことを後から知り，その決断の責任を持つために，後づけの
論理を主張する．ヒトの脳には，決断する「くせ」があるとしか言いようがない．
　いったい何がヒトの脳に決断をさせるのだろうか．これは，哲学が取り組んできた
テーマである．最も重要な決断の契機は，他者からの「うながし（Aufforderung）」だ
という．これは，他者が何らかの自発性を要求することである．
　ヒトの脳は，意識していなくても，時間の流れに従って脈絡のある自己を維持しよ
うとする．社会から，他の誰でもない「唯一の自己」が存在することを承認してもら
うためである．だから，ヒトの脳は，他者からの「うながし」を受けると，脈絡のあ
る自己を維持するための決断をする．
　このことを教えてくれるのは，前頭前野に損傷のある患者である．前頭前野に重篤
な損傷を受けると，脈絡のある自己を維持しようとしなくなる．つまり，他の誰でも
ない「唯一の自己」の存在を承認してもらうことに頓着しない．それと同時に，その
ための決断もしなくなる．衝動には率直になるが，それを決断とは言わないだろう．
　私たちにとって，他者からの「うながし」は，患者や家族あるいは同僚からのもの
など無数にある．その 1つの例が手術件数である．無責任なメディアによって，手術
件数を増やすことが「いい病院」の条件として扱われ，私たちが他の誰でもない「唯
一の自己」であることを証明する手段になってしまった．
　手術件数を増やしたいということなど，個々の患者にとっては，最善の決断と何の
関係もない．意識していなくても，手術をすべきかどうかという決断に，そんなこと
が影響を与えていいわけはない．私たちは，そんな風潮が加速されないように，専門
家として声を上げるべきだろう．

片山　容一
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